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【研究の背景・目的・内容】 

日本の中世社会（12世紀半ばから16世紀を措定）に受容され、今日の日本文化形成にも多大な影響を与えてい

る大陸からの請来品、いわゆる「唐物（からもの）」が、実際にはどのような文物であり、どのような意識を持っ

て社会に受けとめられていたかを、主に寺社に伝わる史料を用いて明らかにしようとする比較史（資）料論であ

り、東アジア的視点に立つ文化交流史の研究である。 

 

【応用例、研究の展望】 

本研究の成果は究極的には請来遺品（宋・元舶載文物・唐物）と寺院什物帳（文物台帳）との史（資）料比較検討・検

証を通じた資料論であり、究極的には美術史学、考古学などの諸分野に資する、周辺分野への広がりを持つ研

究である。 

 

【研究方法の特色】 

１．中世社会に受容された「唐物」の実体を、政権がおかれた中世畿内、西国領域の史（資）料を中心に明らかにす

る点。中世のモノ資料を扱うという点では、職務、所轄が日本中世史学、博物館学であることが特色となる。  

２．禅宗寺院のみならず、中世寺院に残された什物帳（文物台帳）等を広範囲に横断的に検討材料とする点。これ

までの寺院史料を扱ってきた研究経験に基づいている。 

３．後世の改変や編纂を受けやすい什物目録に対して、史料に対する検証を厳密に行ってゆく点。これまで行っ

てきた厳密な史料批判に基づく史料論の視角が特色となる。  

４．近年、美術史学、考古学の分野で大きく深化した研究成果との接点を見出そうとする学際研究である点。博

物館学芸員としての職務経験や、国立歴史民俗博物館共同研究員の経験が特色となる。 
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